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　仙台在住のクリスさん・キ

ャサリンさんユ夫妻が、カナ

ダから仙台に来たのは、つい

最近のことです．現在、英会

話の先生をしているクリスさ

んは、日本の伝統工芸品に大

変興味をもっているそうで
す。また、カナダでは博物館

に勤務していたキャサリンさ

んは、美術館や民俗資料館な

どに出かけたり、日本語の勉

強をしています。お二人は、

「これから、富士山の登山に

チャレンジしたり、国内旅行

を楽しみたい。」と話してくれ

ました，，

くChris　ShultlSさん（左）と

Oath巳rine　BartI　ShUItiS
さん（右）。お二人のお気に入り

の場所・輪王寺にて。
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▼テイラー氏を囲んで、パチリ・

前列1左）玉川会長．（右）テイラー氏

　　駐日カナダ大使
ジェームズ・ハッチング
　　　テイラー氏来仙

　テイラー大使が、2月10日、カナダ大使交

替にともなう表敬のため来仙され、当協会の

玉川会長をはじめ、仙台の経済界代表を訪問

されました。テイラー氏は、1989年12月にカ

ナダ大使に就任され、当協会との関係では、

旧90年12月の設立時に名誉会長に就任されま

した。帰国後はオンタリオ州ハミルトンの

Mcmaster　Universityの総長に就任の
予定です。テイラー氏の後任にはカナダ外務

省の副長官であるキャンベル氏が内定してお

ります。

カナダ・フードフェア
～カナダ往復航空券プレゼント当選者発表～

　カナダ往復航空券がペアーで2組にプレゼ

ントされる『カナダ・フードフェア』が、9

月・10月の二ヶ月間にわたり仙台市内で開催

されましたが、11月20日にその抽選が行われ

ました。応募総数2．田5通の中からお二人か当

選されました。

豆
　　　　　　小島　由子さん（公務員）
　　　　　　　忘れていた頃に、当選の電話連絡をいただ

　　　　　　いたので大変驚きました　カナダは，雄大な
　　　　　　自然と豊富な食物に恵まれていてすばらしい

　　　　　　ですね　お土産はチーズorクッキーor……私

　　　　　　はこの旅行を母ヘフレゼントするつもりです

　　　　　　平塚　佳枝さん〔会社員）
　　　　　　　担当の人から突然の電話　カナダ往復航空

　　　　　　券か当たったとのこと　え！？記憶をたどっ
　　　　　　てみれば．母かはかき投函したとかいう話が
　　　　　　あったような…　とりあえず高校3年の春に
　　　　　　パワイに行って以来X年．～1りの海外旅行にい

ける1以前よりスキー好きの私にと一）てカナダはあこかれの地

　今年あたりカナダスキーツアーでも組んで白銀の世界を思い

つきり滑って二ようかなと考えていた矢先だったので心はもう

新雪の中　でも現実は．はがきを投函してくれた母とのんびり観

光旅行かな

　詳細については．これからゆっくりと考えます
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▼当協会会員のS　C　Sミュージカル研究所
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クリスマスパーティ

　12月9日、仙台市にて『クリスマスパーテ

ィ』が開催されました。パーティには、当協

会の黒田副会長をはじめ、菊地顧問も出席さ

れ、協会会員など約100名が集まりました。パ

ーティでは、昨年、カナダ公演を実現したiヨ

CSミュージカル研究所がオリジナルミュー

ジカル「TAROH」のダイジェスト版を披

露、また会員の方の出演でクリスマスキャロ

ルの合唱や恒例となったプレゼント抽選会等

か行われました。和やかな雰囲気の中、お互

いの親睦を深めた出席者は、一足早いクリス

マスを楽しみました。

▲人気のビンゴゲーム ▲華やかなムードのパーティ
会場

●

▼熱のこもった説明に、皆さん真剣

　　　　　　　カナダ

オンタリオ州セミナー
　2月1日目、仙台市においてオンタリオ州セ

ミナーが開催されました。このセミナーは州

政府がJETRO・商工会議所と共催し、こ

れまで長野・新潟・札幌・浜松・松山等で開

催されているもので、仙台では、約60名の方々

が出席しました。セミナーでは、駐日首席代

表であるレイ・マケーグ氏の挨拶の後、オン

タリオ州の概況説明や製品・技術等の紹介が

行われ、出席者は、最後まで熱心に聞き入っ

ていました。また、引き続き行われたレセプ

ションでは、オンタリオ州産のワインを傾け

ながら、参加者はお互いに親睦を深め、歓談

の輪をひろげていました。

▼公i寅のようす
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SCSミュージカル
研究所カナダ公演

　昨年の10月カナダのト・ロントで開催された

世界会議「E〔⊃0－ED』（環境と発展に関す

る教育と交流の国際会議）に、SCSオリジナ

ルミュージカル「TAROH」が招かれ公演

してまいりました。「EOO－ED」は北アメ

リカ環境教育協会が中心となり、ユネスコ、

l　OO（国際商業会議所）、UNEP（国連環境

会議）がスポンサー組織となり開催された重

要な会議であり、そこに「TAROH』が招聘

をうけたのは、この作品のもつ「自然を守る大

切さ、平和のそして命の尊さ』を訴えるメッ

セージが主催者の目にとまったからでした。

　公演は、口才から40代までの21名のキャス

トが、日本語で上演、フィナーレでは10分間

にもわたるスタンディング・オベーションで

大成功のうちに幕を閉じました。観客のほと

んどが日本語を理解しない人だった中でのそ

の興奮にメッセージが言葉の壁、国の壁を越

えて伝わったことを肌を感じました。

　SOS初の海外公演地カナダ。その

地はその時の感動と共に深く私達の心

に刻まれています。

D

ボーダーレスなお付合い

　　福島県磐梯町とカナダ・オリバー市の

　　　　　　姉妹都市交流から

　カナダIIi「オリノぐ一雨ヒソ）交団直力紙台まってから、

今イトで6年Ilにべる一一一

　II＝「Il祭交1竜ヒ，Yえ1ポ、1’IIIIIII二しく“型にはまワたこ

ヒを考えカ｛ちで’ま）るカぜ、　タト11＝1プ）ノ覧ヒ．　文fヒヒ、　域L

しとに気軽に触れるこヒであるヒプ），1思議で「お付

合い」を1釦っているヒころである一、

　そプ）意II未でも，磐梯IIlrヒオリバーr『∫のへ々が、

lf∫イIiりヒ其」lll｛」1こ召i＊とし．　友和二を1黒め、　fII1！1”’∫くりを

しているヒころである、，∫見在まで大へ、f一ビもを

含め、83人がオリバーに渡り、その役割をしてき

ている、，匡1際交流という、㌃葉に抵抗を感じなくな

り、カナダ人が磐梯町をかっ歩していても気安く

あいさつをし．物珍しさがなくなった「、このこヒ

は「交流」の人：きな成果と気をよくしているとこ

ろである「、十llf・が外11iIであるので金がかかるが、

ノトグ）チビも」重が担いr・になるころは、実績のIrIlで一

命の面はカバーされるもグ）と，思っている。，

　今・後は人rI｛∫交拐こばカ・リでなく、　音楽三べ」芸術、　民

俗芸能グ）交流も実f｝直したい。

　磐梯明神太鼓をオリバーIlfのサボテンの生える

荒野で思い切り打たせてみたい，，

　オリノく一市†安戸斤1狗1こ「こ｝1ごし」　と　「亨妥」　を半直十劃一

してきたのが、　一r成4f卜6月、一、大惨rに育ち、イ系、

曽孫たちを迎えてほしいと願っている、、

｛磐梯町役場商工観光係穴澤氏からのリポート・十
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磐梯町使節団（五十嵐助役他8名）か、昨年6月にオリバ
ー市のパート・バッケンテール市長（前列中央）を表敬訪
問した際の写真で、6月24日付の現地新聞にも掲載され
ました

　S〔⊃Sミュージカル研究所
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　マネージメント担当早坂留美さんからの寄稿
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カナダ自然紀行

まる暑と自然からの贈り物

アイスフィールド・パークウェイ

ポウ・レイク

　パンフからジャスパーまで

の約300キロに及ぶ道のりは、

アイスフィールド・パークウ

ェイと呼ばれ、その景観の美

しさで世界的に知られていま

す。いくつも連なる山々や、

青く澄んだ湖など、手を伸ば

せば届きそうな自然の中を、

爽快な気分で走りぬけて行く

ことができます。

アイスフィールド　　ジヤスパー2

　パークウェイ　　一　　　　　　　　　4

　　　　　　　　　　　デ　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　　　1
　　　　コロンビア氷原」ト
　　　　　　　　ノ
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　　　　　　φ4
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会員紹介

法人会員

1．氏名

学校法人　仙台育英学園

2，連絡先

〒983仙台市宮城野区宮城野
2－4－I　TEL：022－256－4141

3，職業

私立高等学校

4，カナダ協会へ一言

　カナダは“21世紀の国”といわれています。多民族が

共存しながらモザイク文化を形成し、国際社会において

も非常に重要な地位を維持しています。

　本学園では現在カナダに十数校の姉妹校があり、長短

期交換プログラムを実施、毎年双方で数十名の高校生が

往来しています。そのプログラムでの企業見学が非常に

有意義であり、在仙企業のこ紹介をお願いできれば幸で

す。

個人会員

1．氏名
　　　ヨァナオ
引地　功侃

　　　瑠美子
み

2．連絡先

〒989－02宮城県白石市旭町

4－1－6TEL：0224－25－3178　　　　スペインのコルドバメスキー

　　　　　　　　　　　　　　タ大寺院をバックに一
3．職業

公立刈田総合病院泌尿器科医師

4．カナダ協会ヘー言

　カナダは雄大な自然に囲まれた北の大国、そんな国の

人々と親交できたら、われわれ日本人はおのずと心豊か

におおらかになれると思います。

　日本は、とかくアメリカに目が向きがち．カナダは今

後ますます発展する要素を持った希望の国ですので、両

国の関係がさらに深まるように一層の努力を東北カナダ

協会には期待しています。

　当協会も今年で設立3周年を迎え、機関誌「メイプル

東北．1も創刊号から5回目の発行となりました。

　このたび会員のみなさんからの「おたよりコーナー．1

を設けることになりました。みなさんのおたよりをお待

ちしております。

　なお、「メイプル東北．1に掲載させていただいた場合に

は粗品を差し上げます。
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